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Abstract 
This paper studies phonological changes occurring at the boundary of verbal stems 

and the following pronominal suffixes in Hadiyya. By observing verb paradigms 
collected by fieldwork in Hosaina, one may notice that various phonological changes 
occur in the pronominal suffixes 2sg., 2pl. and 3sg.f., with the initial sound /t/ as well as 
1pl. the initial sound /n/. The i is inserted between the last consonant of the verbal stem 
and the initial /t/ or /n/ in the pronominal suffixes, when the stem ends with /VCC/. By 
contrast, when the stem ends with one consonant, the following changes occur: 
progressive assimilation of the initial /t/ of the pronominal suffix to the final /b, d, tʼ, ɡ, 
kʼ, f, s, ʃ, ʒ, ʧʼ/ of the stem, regressive assimilation of the stem final /r, m/ to the initinal 
/t/ of the pronominal suffix, syncope of the stem final /h/, change of the stem final /h/ to 
/k/ with the pronominal suffixes 2sg., 2pl. and 3sg.f., as well as metathesis of the stem 
final /b, t, d, t’, ɡ, k’, f, s, ʃ, ʒ, ʧ’, h/ and the initial /n/ of the pronominal suffix, 
progressive assimilation of the initial /n/ of the pronominal suffix to the final /l, m/, 
change of the stem final /r/ to /l/, syncope of the stem final /h/ with the pronominal 
suffix with 1pl.. 
 
1	 はじめに	
筆者は 2008 年 2 月にエチオピアを訪問して以来、ハディーヤ語文法、語彙
の記述に努めている。最初にハディーヤ語のデータを収集したのは Awasa であ
った。2回目 (2009年 12月～2010年 1月)、3回目 (2016年 1月) のフィールド
ワークはハディーヤ・ゾーンの中心であるホサンナ (Hosaina) で行った。フィ
ールドでは単語の収集を行うとともに、被調査者に対して文法事項に関する質

問を行っている。その際、先行研究で挙げられていない規則を目の当たりにす

                                                
1 本稿の略号は次の通りである。1=1 人称、2=2 人称、3=3 人称、sg.=単数、pl.=複数、m.=男性、
f.=女性、pol.=敬体、C=子音、V=母音。 
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ることがある。その 1 つに動詞の人称接辞（主語一致標識）における変化があ
る。本稿の目的はハディーヤ語の人称パラダイムのデータを示し、その変化の

規則を示すことにある。 
  
2	 先行研究	
ハディーヤ語の先行研究における音韻、文法については二ノ宮 (2008, 2009) 

でまとめられている。二ノ宮 (2009) の 3.2.4.1 節から 3.2.4.13 節は Hudson 
(1976), Plazikowsky-Brauner (1960), Korhonen et al. (1986) といった先行研究の人
称接辞を紹介している。Hudson (1976) によれば、ハディーヤ語の TMA (Tense, 
Mood, Aspect) には単純過去形、現在完了形、未完了形、希求形などがあり、人
称接辞の形が各々異なる。前者 3 つの TMA は基本的に人称接辞の母音の違い
によって異なる。例えば 2sg.に関して、単純過去形は -titto、現在完了形は -
taatto、未完了形は -toottoとなる。表 1に Hudson (1976) による現在完了形の人
称接辞を提示する。 

表 1: 現在完了形の人称接辞 (Hudson 1976: 264-265) 
 sg. pl. 
1 -ammo -naammo 
2 -taatto -takkaʔokko 
3m. -aako 

-taʔokko 3f. -taʔokko 
3pol. -akkaʔokko 

この研究は他の研究と異なり、人称接辞のみを示している。なお Hudson (1976: 
265) によれば「3pl.と 3sg.f.、そして場合によって 3pol.は同じ形になる」という。
また Hudson (1976: 264) は「語幹が二重子音もしくは子音連続の時、2sg.の接辞
は -titto の代わりに -itto になる」と指摘する。語幹末が Cか CCかで接辞の形
式が異なるということが分かる。 
表 2は Korhonen et al. (1986) の例である。この研究は Hudsonの場合と異なり、
動詞全体の形を示している。なお 3pl.には massakko, massamaakko, massito’okko
という変種を挙げているが、どのような条件によって、3 つの使い分けが行わ
れるかを明らかにしていない。 

表 2: mass-「手に取る」の現在完了形 (Korhonen et al. 1986: 110) 
 sg. pl. 
1 massaammo massinaammo 
2 massitaatto massitakko’okko 
3m. massaakko massakko, 

massamaakko, 
massito’okko 

3f. massito’okko 
3pol. massakko’okko 
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表 3は Plazikowsky-Brauner (1960) による過去 I形2 (現在完了形) のパラダイム
である。 

表 3: ban-「離す」の過去 I形 (Plazikowsky-Brauner 1960: 64) 
 sg. pl. 
1 banâmo bannâmo 
2 bantâtto bantako’ôko 
3m. banāko banako’ôko 3f. banta’ôko 

Korhonen et al. (1986) は人称パラダイムを示しているが、人称接辞の変化につ
いて言及していない。しかし Plazikowsky-Brauner (1960: 54) は変化が起こる条
件を幾つか提示している。それによれば、2sg., 1pl., 2pl.で同化が起こるという。
そして 2人称接辞の初頭の t- は b, d, f, g [ɡ], k, q [k’], p, ṗ [p’], č [ʧ], č ̣[ʧ’], w の影
響でそれぞれ bb, dd, gg, kkなどとなる。さらに語幹末が  r の場合 tt もしくは ll 
に、hの場合 tt もしくは kkに、’ [ʔ] の場合 l もしくは ’l になるという。一方
1pl.の場合、語幹末の子音が b, d, f, g, k, k’, p, p’, s, š [ʃ], ṭ [t’] の場合、人称接辞に
おける初頭の n- と音位転換を起こすという3。r の場合、接辞の初頭の n と影響
を受けあいながら、ll になるとも述べている。また語幹末の子音が ll, ss, ʃʃ と二
重子音化する時、また子音連続における 2つ目の子音が t, s, ʃの時、2sg.と 1pl.
の接辞の間には i か ě が挿入されるという。Plazikowsky-Brauner (1960) の記述
をまとめると以下のようになる。 

表 4: Plazikowsky-Brauner (1960) が指摘する変化のまとめ 
変化の種類 2sg., 2pl.が後続する場合 1pl.が後続する場合 

完全順行同化 C+t → CC 
C = b, d, f, ɡ, k, k’, p, p’, ʧ, ʧ’, w 

言及なし 

完全逆行同化 C+t → tt 
C = r, h 言及なし 

l音化 r+t → ll r+n → ll 
k音化 h+t → kk 言及なし 

語幹末子音の 
消失 ’+t → l 言及なし 

音位転換 言及なし 
C+n → nC 

C = b, d, f, ɡ, k, k’, p, p’, s, 
ʃ, t’ 

i もしくは ě の
挿入 

CC+t → CCit 
CC = ll, ss, ff, Ct, Cs, Cʃ 

CC+n → CCin 
CC = ll, ss, ff, Ct, Cs, Cʃ 

                                                
2 Plazikowsky-Brauner (1960) は過去形 (Praeteritum) に I形と II形を認めている。I形は Hudson 
(1976) の現在完了形に、II形は同研究の単純過去形に相当する。 
3 Plazikowsky-Brauner  (1960:54) による音位転換の例は次の通りである。it-「食べる」の 1sg.が
itômoであるのに対し、1pl.は intômoとなっている。即ち、1pl.では tn が音位転換を起こして、
nt になったと先行研究は考えている。 
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Plazikowsky-Brauner (1960) はハディーヤ語の人称接辞が多様な変化を起こす
ことを示しており、その情報は筆者のフィールド調査にとって参考となるもの

であった。ただ時代差、方言差を考慮すれば、Plazikowsky-Brauner (1960) など
の先行研究が対象とした被調査者の言語変種と本研究の被調査者の言語変種と

が同じであるとは考えにくい。よって、先行研究は参考程度にとどめ、今回調

査に協力してもらった被調査者のデータからハディーヤ語の人称接辞の規則を

検討する。 
 
3	 調査方法	
	 本調査に協力してもらった被調査者はハディーヤ・ゾーンの Tetemea の Gibe
で過ごしたバドゴ族 (Badogo, Baadoogo) の出身の T氏である。柘植 (1992: 181) 
によれば、ハディーヤ語はレーモ、リビド、シャシャゴ、ソロの 4 方言に分か
れるという。部族に関して、Gudisaanchi Hadiyyi Zoo’n Losa’n Deska (1996: v) は
マーラコ、レーモ、バドゴ、ソロ、バーダッワッチョ、シャシャゴ部族に分か

れるという。バドゴ部族の被調査者に自分の方言の帰属について質問したとこ

ろ、柘植の 4 分類の何れに属すのかは不明であると回答した。そのため本調査
では被調査者のデータがハディーヤ語のどの方言に属するのかを特定しない。

調査データは 2016 年の 1 月にホサンナの T 氏の自宅で収録した。本稿では現
在完了形における 1sg., 2sg., 3sg.m., 3sg.f., 1pl., 2pl., 3pl.のパラダイムを付録に提
示する。 
 
4	 変化の規則	
以下に人称接辞を示す。なお本調査で得られたデータの表記法は先行研究と

異なり、IPAを基にしている。また音素表記は /	 / で囲い、形態素は {	 } で囲
う。 

表 5: 現在完了形の人称接辞 

人称・性 sg. pl. 
1 {aːmo} {naːmo} 
2 {taːto} {takkoˀoːko} 

 3 m. {aːko} {amaːko} f. {toˀoːko} 
 
Korhonen et al. (1986) は 3pl.に massakko, massamaakko, massito’ok-koという変種
を挙げていた。しかし今回の調査では先行研究にない {amaːko} という形が確認
された。Korhonen et al. (1986) による 2番目の amaakkoの語中は重子音 kkとな
っているが、本稿の {amaːko} では単子音 k となっている。また Hudson (1976: 
255) は 3sg.f.と 3pl.は同じ形になると指摘していたが、そうはなっていなかった。
3sg.f.に関して、Hudson (1976) は -taʔokko のように語中に声門閉鎖音を認めて
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いるが、被調査者の発音からは明確な閉鎖が見られず、喉頭化 (本稿では ˀ とい
う記号を用いる) が起きている程度であることが確認された。 
語幹末の子音との影響で、人称接辞の初頭音が変化を起こすのは、2sg., 2pl., 

3sg.f.と 1pl.である。それ以外の人称接辞では形式が保持される。2sg., 2pl., 3sg.f.
に関して、次のような変化が起きる。 
 
● 語幹末が /b, d, tʼ, ɡ, kʼ, f, s, ʃ, ʒ, ʧʼ/ の時、かつこれらの子音の直前が母音であ
る時、現在完了形における人称接辞の初頭の /t/ は語幹末子音と同化して、
/bb, dd, t’t’/ のように二重子音化する (付録の例 1-13)。つまり /Vb/+/t/ → 
/Vbb/, /Vd/+/t/ → /Vdd/ となる。 

● /Vʔ/+/t/ は /Vʔl/ となり (例 14, 15)、/Vr/+/t/ の時は逆行同化が起きて、/Vtt/ と
なる (例 16, 17)。Plazikowsky-Brauner (1960) は r+t が tt もしくは ll になると
指摘していたが、/ll/ の例を調査結果から確認することはできなかった。 

● /Vm/ + /t/ の組み合わせでは、/Vmt/ となる場合と、部分同化によって/m/ が 
[n] となる場合とがある (例 18, 19)。/Vh/ + /t/ において、/Vkk/の場合と /Vt/ 
となる場合とを確認した (例 20, 21)。 

● 語幹末が二子音連続の場合、語幹末最後の子音と人称接辞の初頭の /t/ との
間に i 母音が挿入される (例 22-24)。例えば、/ʔn/ + /t/ では  /ʔnit/ となり、
/kk/ + /t/ では  /kkit/ となる。これは第 2節で言及した Hudson (1976) の指摘
どおりであった。なお {fatak-}「引き離す」の語幹末は単子音 /k/ であるが、
/kit/ のように i 母音が挿入された (例 25)。語幹末が /k/ で終わる (例 25) は語
幹末が /ɡ/ の (例 5)、/k’/ の (例 6, 7) と異なる振る舞いをする。これらの音は
軟口蓋破裂音という点で共通している。しかし有声軟口蓋破裂音と放出軟口

蓋破裂音は後続の /t/ を順行同化させる一方、無声軟口蓋破裂音は /kt/ とい
う破裂音の連続を避けるために、i 母音の挿入が起きたと考えられる。 

● 語幹が単子音から成り立つ語として、{j-}「言う」と {ʃ-}「殺す」がある 
(例 26, 27)。これらの例では、ʃt- のような語頭の二子音連続を避けるため、i 
母音の挿入という音韻規則が起きたと考えられる。 

 
以上が T 氏のデータから明らかになった変化である。これら以外の /Vt, Vn, 

Vl/ + /t/ という組み合わせにおいて、語幹末の子音は変化しない (例 28-32)。ち
なみに  (例 32) では語幹  {duːm-} の直後に  /an/ が付加されている。なお
Plazikowsky-Brauner (1960: 54) によれば、k + t は kk になるというが、そのよう
な例はまだ確認できていない。Plazikowsky-Brauner (1960) が順行同化を起こす
と指摘する /p, pʼ, ʧ, w/ の例も本調査において確認できていない。次に人称接辞
が 1pl.の場合の変化を確認する。 
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● 人称接辞の初頭の /n/ は特定の語幹末子音と音位転換を起こす。語幹末子音
が /b, t, d, t’, ɡ, k’, f, s, ʃ, ʒ, ʧ’, h/  かつこれらの子音の直前が母音の場合におい
て、/n/ との音位転換が起きていた (例 1-13, 20, 28, 29)。例えば /Vt/ + /n/ は 
/Vnt/と、/Vd/ + /n/  は /Vnd/ となる。なお /b, ɡ, k’/ の場合、/n/ は部分同化を起
こし、[mb, ŋɡ, ŋk’] となる (例 1, 5-7)。/Vh/ + /n/ の場合は、音位転換により 
/Vnk/ [ŋk] となる場合と、/h/ が消失して /Vn/ となる場合とがある (例 20, 21)。 

● /Vr+n/ は /Vll/ に、/Vl+n/ は順行同化によって /Vll/ となる (例 16, 17, 31)。
/Vm+n/ も順行同化によって /Vmm/ となる (例 18, 19, 32)。なお (例 32) にお
いて、語幹 {duːm-} の直後に /mam/ が付加されていると考えられる。 

● 語幹末が二子音連続、さらには /Vk/ の時、/n/ との間に i 母音が挿入される 
(例 22-25)。 

● {j-}「言う」と {ʃ-}「殺す」といった単子音語幹の場合でも、/n/ と間に i 母
音が挿入される (例 26, 27)。 

 
以上、1pl.における変化の種類を確認した。語幹末がこれら以外の /Vʔ, Vn/ 
の時、子音は維持される (例 14, 15, 30)。ちなみに Plazikowsky-Brauner (1960: 
54) は b, d, f, g, k, k’, p, p’, s, š という子音で音位転換が起こると指摘したが、本
調査は /p, p’/ の場合をまだ確認できていない。次に、上で確認した変化を下の
表にまとめる。 

表 6: 動詞語幹末と人称接辞の間で起きる変化のまとめ 

変化の種類 2sg., 2pl., 3sg.f.が 
後続する場合 1pl.が後続する場合 

完全順行同化 C+t → CC 
C=b, d, tʼ, ɡ, kʼ, f, s, ʃ, ʒ, ʧʼ 

C+t → CC  
C=l, m 

完全逆行同化 r+t → tt ― 
部分逆行同化 m+t → nt ― 

l音化 ― r+n → ll 

k音化 h+t → kk ― 
消失 h+t → t h+n → n 

音位転換 ― 
C+n → nC 

C=b, t, d, t’, ɡ, k’, f, s, ʃ, ʒ, ʧ’, 
h 

i 母音の挿入 
X+t → Xit 

X=k、CC、単子音語幹 
X+n → Xin 

X=k、CC、単子音語幹 
 
表 6 の変化を知っていれば、表 5 の形態素から適切な人称接辞を導きだせ、ま
た語幹末にいかなる音を置けばよいのかを示せる。本節の最後に 2sg., 2pl., 3sg.f.
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の人称接辞と語幹末子音で起きる変化、そして 1pl.の人称接辞とそこで起きる
変化を子音ごとに示す。 
 
＜2sg., 2pl., 3sg.f.の場合＞ 
● 語幹末を二子音連続の場合と単子音の場合とに分ける。 
● 二子音連続の場合、語幹末と人称接辞との間に i 母音が挿入される。 
● 単子音の場合、以下の変化が起きる。 

(1) /b, d, tʼ, ɡ, kʼ, f, s, ʃ, ʒ, ʧʼ/ は後続の /t/ を順行同化させる。 
(2) /r/ は 後続 /t/ の影響で逆行同化を起こし、/t/ となる。 
(3) /m/ は保持の場合と、後続 /t/ の影響で部分逆行同化を起こして、[n] とな
る場合とがある。 

(4) /h/ は /k/ になる場合と、消失の場合とがある。 
(5) /k/ は単子音で終わるものの、二子音連続のような振る舞いをする。すな
わち /k/ と人称接辞との間で i 母音の挿入が起きる。 

 
これら以外の /t, n, l, ʔ/ といった子音が語幹末に単子音という形で現れる場合、
保持される。なお (3) の /m/ が人称接辞 /t/ の前で保持されるのか、あるいは [n] 
になるのかという分裂条件は不明である。そして (4) の /h/ から /k/ への変化、
あるいは消失の条件も明らかでない。 
 
＜1pl.の場合＞ 
● 語幹末を二子音連続と単子音に分ける。 
● 二子音連続の場合、人称接辞 /n/ との間に i 母音が挿入される。 
● 単子音の場合、以下のようになる。 

(6) /b, t, d, t’, ɡ, k’, f, s, ʃ, ʒ, ʧ’, h/ で音位転換を起こす。その際、/b/ では /nb/ と
なり [mb] と実現し、/ɡ, k’/ では /nɡ, nk’/ となり [ŋɡ, ŋk’] として現れる。
/h/ は /nh/ ではなく/nk/ [nk’] と変化する場合と消失の場合とがある。 

(7) /l, m/ では完全順行同化が起きる。 
(8) /r/ の場合、後続の /n/ との影響で /ll/ となる。 

 
/ʔ, n/ という子音は語幹末において保持される。ちなみに (6) の /h/ が /k/ に変

化する場合と消失する場合の条件については、明らかでない。 
 
5	 おわりに	

2016 年 1 月に行ったフィールド調査ではハディーヤ語における人称接辞のデ
ータを複数個収集した。これは 2sg., 2pl., 3sg.f.と 1pl.という人称接辞の初頭に現
れる子音とその直前に来る語幹末子音の変化の種類を可能な限り明らかにする
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ことを目的とする調査であった。データを分析したところ、次のようなことが

分かった。初頭が /t/ で始まる 2sg., 2pl., 3sg.f.と初頭が n- で始まる 1pl.の人称接
辞に着目したところ、前者にせよ後者のタイプにせよ、語幹末が二子音連続の

場合、また単子音語幹の語の場合、直後に i 母音が現れた。語幹末が単子音と
なる場合、人称接辞の t- は順行同化、逆行同化、/k/音化、消失そして保持の存
在を確認することができた。他方、/n/ ではじまる 1pl.の人称接辞の例を分析し
たところ、音位転換、順行同化、/l/ 音化、消失という変化だけでなく、/n/ が保
持される場合もあった。以上が人称接辞の記述から今回明らかになったことで

ある。しかし語幹末が /Vz, Vʧ, Vw, Vj, Vp, Vp’/ となる例を調べていないため、
人称接辞の記述としては不足しているところがある。次のフィールド調査でこ

れらの項目を補填して、人称接辞における変化の種類を確定させる。また今回

のフィールド調査で /Vk/ の例として {fatak-} のパラダイムを収集した。この例
はなぜか語幹末が二子音連続の語と同じような振る舞いをする。他の /Vk/ を含
む例においても、そのような傾向になるのかを調べる必要がある。 
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【付録】 
	 	 	 （例 1）sab-「断る」 

  sg. pl. 
1  sabaːmo sambaːmo 
2  sabbaːto sabbakkoˀoːko 

3 
m. sabaːko 

sabamaːko  
f. sabboˀʔoːko  

 
	 	 	 （例 2）ɡad-「嫌う」 

  sg. pl. 
1  ɡadaːmo ɡandaːmo 
2  ɡaddaːto ɡaddakkoˀoːko 

3 
m. ɡadaːko 

ɡadamaːko  
f. ɡaddoˀoːko 

 
	 	 	 （例 3）kʼeːfad-「捕まえる」 

  sg. pl. 
1  kʼeːfadaːmo kʼeːfandaːmo 
2  kʼeːfaddaːto kʼeːfaddakkoˀoːko 

3 
m. kʼeːfadaːko 

kʼeːfadamaːko  
f. kʼeːfaddoˀoːko 

 
	 	 	 （例 4）mitʼ-「望む」 

  sg. pl. 
1  mitʼaːmo mintʼaːmo 
2  mitʼtʼaːto mitʼtʼakkoˀoːko 

3 
m. mitʼaːko 

mitʼamaːko  
f. mitʼtʼoˀoːko  

 
	 	 	 （例 5）aɡ-「飲む」 

  sg. pl. 
1  aɡaːmo anɡaːmo [aŋɡɑːmo] 
2  aɡɡaːto aɡɡakkoˀoːko 

3 
m. aɡaːko 

aɡamaːko 
f. aɡɡoˀoːko 
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	 	 	 （例 6）mikʼ-「支払う」 
  sg. pl. 
1  mikʼaːmo minkʼaːmo [mʲiŋk’ɑːmo] 
2  mikʼkʼaːto mikʼkʼakkoˀoːko 

3 
m. mikʼaːko 

mikʼamaːko  
f. mikʼkʼoˀoːko  

 
	 	 	 （例 7）kʼuːkʼ-「怒る」 

  sg. pl. 
1  kʼuːkʼaːmo kʼuːnkʼaːmo [k’uːŋk’ɑːmo] 
2  kʼuːkʼkʼaːto  kʼuːkʼkʼakkoˀoːko 

3 
m. kʼuːkʼaːko 

kʼuːkʼamaːko  
f. kʼuːkʼkʼoˀoːko  

 
（例 8）ʧʼeːf-「つける、沈める」 

  sg. pl. 
1  ʧʼeːfaːmo ʧʼeːnfaːmo 
2  ʧʼeːffaːto ʧʼeːffakkoˀoːko 

3 
m. ʧʼeːfaːko 

ʧʼeːfamaːko  
f. ʧʼeːffoˀoːko  

 
	 	 	 （例 9）hos-「いない状態になる」 

  sg. pl. 
1  hosaːmo honsaːmo 
2  hossaːto hossakkoˀoːko 

3 
m. hosaːko 

hosamaːko  
f. hossoˀoːko 

 
	 	 	 （例 10）atʼis-「準備する」 

  sg. pl. 
1  atʼisaːmo atʼinsaːmo 
2  atʼissaːto atʼissakkoˀoːko 

3 
m. atʼisaːko 

atʼisamaːko 
f. atʼissoˀoːko 
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	 	 	 （例 11）weːʃ-「呼ぶ」 
  sg. pl. 
1  weːʃaːmo weːnʃaːmo 
2  weːʃʃaːto weːʃʃakkoˀoːko 

3 
m. weːʃaːko 

weːʃamaːko  
f. weːʃʃoˀoːko  

 
	 	 	 （例 12）iʒaːʒ-「注文する」 

  sg. pl. 
1  iʒaːʒaːmo iʒaːnʒaːmo 
2  iʒaːʒʒaːto iʒaːʒʒakkoˀoːko 

3 
m. iʒaːʒaːko 

iʒaːʒamaːko  
f. iʒaːʒʒoˀoːko  

 
	 	 	 （例 13）woʧʼ-「話す」 

  sg. pl. 
1  woʧʼaːmo wonʧʼaːmo 
2  woʧʼʧʼaːto woʧʼʧʼakkʔoːko 

3 
m. woʧʼaːko 

woʧʼamaːko  
f. woʧʼʧʼʔoːko 

 
	 	 	 （例 14）baʔ-「恐れる」 

  sg. pl. 
1  baʔaːmo baʔnaːmo 
2  baʔlaːto baʔlakkoˀoːko 

3 
m. baʔaːko 

baʔamaːko 
f. baʔloˀoːko 

 
	 	 	 （例 15）moʔ-「見る」 

  sg. pl. 
1  moʔaːmo moʔnaːmo 
2  moʔlaːto moʔlakkoˀoːko 

3 
m. moʔaːko 

moʔamaːko  
f. moʔloˀoːko 
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	 	 	 （例 16）fir-「出ていく」 
  sg. pl. 
1  firaːmo fillaːmo 
2  fittaːto fittakkoˀoːko 

3 
m. firaːko 

firamaːko  
f. fittoˀoːko 

 
	 	 	 （例 17）diriːr-「眠る」 

  sg. pl. 
1  diriːraːmo diriːllaːmo 
2  diriːttaːto diriːttakkoˀoːko 

3 
m. diriːraːko 

diriːramaːko  
f. diriːttoˀoːko  

 
	 	 	 （例 18）ɡiːram-「燃える」 

  sg. pl. 
1  ɡiːramaːmo ɡiːrammaːmo 
2  ɡiːramtaːto ɡiːramtakkoˀoːko 

3 
m. ɡiːramaːko 

ɡiːramamaːko  
f. ɡiːramtoˀoːko  

 
	 	 	 （例 19）liːram-「幸せである」 

  sg. pl. 
1  liːramaːmo liːrammaːmo 

2  liːramtaːto [ʎiːɾantaːto] liːramtakkoˀoːko 
[ʎiːɾantakkoˀoːko] 

3 
m. liːramaːko 

liːramamaːko  
f. liːramtoˀoːko [ʎiːɾantoˀoːko] 

 
	 	 	 （例 20）ih-「適する」 

  sg. pl. 
1  ihaːmo inkaːmo [iŋkɑːmo] 
2  ikkaːto ikkakkoˀoːko 

3 
m. ihaːko 

ihamaːko  
f. ikkoˀoːko  
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（例 21）leh-「死ぬ」 
  sg. pl. 
1  lehaːmo lenaːmo 
2  letaːto letakkoˀoːko 

3 
m. lehaːko 

lehamaːko  
f. letoˀoːko  

 
	 	 	 （例 22）ammaʔn-「信じる」 

  sg. pl. 
1  ammaʔnaːmo ammaʔninaːmo 
2  ammaʔnitaːto ammaʔnitakkoˀoːko 

3 
m. ammaʔnaːko 

ammaʔnamaːko 
f. ammaʔnitoˀoːko 

 
	 	 	 （例 23）doʔl-「選ぶ」 

  sg. pl. 
1  doʔlaːmo doʔlinaːmo 
2  doʔlitaːto doʔlitakkoˀoːko 

3 
m. doʔlaːko 

doʔlamaːko  
f. doʔlitoˀoːko 

 
	 	 	 （例 24）ʃokk-「燃える」 

  sg. pl. 
1  ʃokkaːmo ʃokkinaːmo 
2  ʃokkitaːto ʃokkitakkoˀoːko 

3 
m. ʃokkaːko 

ʃokkamaːko  
f. ʃokkitoˀoːko 

 
	 	 	 （例 25）fatak-「引き離す」 

  sg. pl. 
1  fatakaːmo fatakinaːmo 
2  fatakitaːto fatakitakkoˀoːko 

3 
m. fatakaːko 

fatakamaːko  
f. fatakitoˀoːko 
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	 	 （例 26）ʃ-「殺す」 
  sg. pl. 
1  ʃaːmo ʃinaːmo 
2  ʃitaːto ʃitakkʔoːko 

3 
m. ʃaːko 

ʃamaːko  
f. ʃitʔoːko  

 
	 	 	 （例 27）j-「言う」 

  sg. pl. 
1  jaːmo jinaːmo 
2  jitaːto jitakkoˀoːko 

3 
m. jaːko 

jamaːko (jamamaːko) 
f. jitoˀoːko 

 
	 	 	 （例 28）bat-「働く」 

  sg. pl. 
1  bataːmo bantaːmo 
2  battaːto battakkoˀoːko 

3 
m. bataːko 

batamaːko  
f. battoˀoːko 

 
	 	 	 （例 29）haːt-「料理する」 

  sg. pl. 
1  haːtaːmo haːntaːmo 
2  haːttaːto haːttakkoˀoːko 

3 
m. haːtaːko 

haːtamaːko  
f. haːttoˀoːko 

 
	 	 （例 30）tʼan-「できる」 

  sg. pl. 
1  tʼanaːmo tʼannaːmo 
2  tʼantaːto tʼantakkoˀoːko 

3 
m. tʼanaːko 

tʼanamaːko  
f. tʼantoˀoːko 
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	 	 	 （例 31）mal-「疑う」 
  sg. pl. 
1  malaːmo mallaːmo 
2  maltaːto maltakkoˀoːko 

3 
m. malaːko 

malamaːko  
f. maltoˀoːko 

	 	  
	 （例 32）duːm-「呪う」 

  sg. pl. 
1  duːmaːmo duːmmammaːmo 
2  duːmantaːto duːmantakkoˀoːko 

3 
m. duːmaːko 

duːmamaːko  
f. duːmantoˀoːko  

 


